Sentinel System Driver 

Windows Installer マージ･モジュール
Sentinel System Driverのバージョン5.39以降では、Windows 2000に用意されているWindows Installerを使った新しいインストール方法を使用できます。　本リリースに含まれるインストーラは、\Merge Modulesディレクトリに入っている3つのマージ･モジュールから構成されています。　実行するインストーラは基本的にマージ･モジュールに対するフロントエンドで、マージ･モジュールにドライバのインストールに必要な実際の情報が納められています。

Windows InstallerがサポートしているのはWindows 95、98、ME、Windows NT 4.0 SP 3以降、Windows 2000だけであり、マージ･モジュールにはこれらのオペレーティング･システム用のドライバしか含まれません。　マージ･モジュールはどんなWindows Installerパッケージにも追加でき、シームレスにSentinel System Driverのインストールを開発者のアプリケーションに加えることができます。

ドライバを開発者のインストーラに追加する手順は比較的簡単ですが、正しく動作させるには2、3の項目をインストーラに正しい順番で配列する必要があります。　ドライバのインストールを自身のインストーラに統合したい開発者向けに、この方法を説明します。　もう一つの方法として、ドライバのインストール（setup.exe）を開発者のインストーラからコールするやり方があります。　適切なコマンドラインのオプションを使えば、どのコンポーネントをインストールするか、またユーザがインストーラと対話できるかを完全にコントロールできます。　詳細はインストールのオプションを参照してください。

マージ･モジュールの構造

インストールは3つのマージ･モジュールに分かれており、どのドライバをエンド･ユーザのシステムにインストールするかをコントロールできます。　その3つのファイルは次のとおりです：

Sentinel System Driver Configuration Files.msm

このモジュールには構成プログラムとそれに必要なコンポーネントが含まれます。　またreadmeとhelpファイルも入っています。　このモジュールは、インストールしているのがパラレル･ドライバ、USBドライバ、その両方のどの場合でも必ずインストールする必要があります。　

Sentinel Parallel System Driver.msm

このモジュールにはレインボー･テクノロジーズのパラレル･ポート･キーすべてに使用できるドライバが入っています。　このドライバはパラレル･ポート･キーの使用をサポートする場合のみ必要です。　ただし、USB SuperProキーを使用し、SuperPro 6.1以降のライブラリでコンパイルしてないアプリケーションにはパラレル･ドライバのインストールが必要です。　

Sentinel USB SuperPro Driver.msm

このモジュールにはUSB SuperProドライバが含まれます。　このドライバは、USB SuperProを使用するアプリケーションをSuperPro 6.1以降のライブラリでコンパイルした場合、単独でインストールできます。　そうでなければパラレル･ドライバが必要です。

ドライバを開発者のインストーラに併合する
ドライバ･マージ･モジュールはMicrosoft Windows Installerのどのパッケージにも追加できます。　Windows Installerパッケージの設計に使用できる、サード･パーティのアプリケーションはたくさんあります。　例えばInstallShield for Windows Installerです。　他の同種のアプリケーションと同じく、InstallShieldは実際のインストール･メディアの構築を補助し、構成を単純化します。　Windows Installerパッケージの使用と開発について、詳しくはマイクロソフトのMSDNのウェブ･サイトを参照してください。

マージ･モジュールは開発者のインストール･パッケージに追加すると、インストールの特定機能と関連させることができ、それによってその機能をインストールすべきかどうかをエンドユーザが一部コントロールできます。　もしくはこれを必須項目とし、エンドユーザが開発者のアプリケーションと一緒にインストールしなければならなくすることもできます。　

マージ･モジュールそのものにはドライバのインストールに必要なファイルとレジストリ･エントリが含まれ、使用するオペレーティング･システムを基に何をインストールする必要があるかを判断します。　そのため開発者がドライバのインストール方法を詳しく理解する必要はありません。　ドライバのインストールを完了するため実行が必要なカスタム･アクションがいくつかありますので、下記で説明します。

カスタム･アクションをインストール･パッケージに追加する
ドライバのインストールに必要な手順に、マージ･モジュール内で実行する「カスタム･アクション」があります。　カスタム･アクションそのものはマージ･モジュールに含まれるためコーディングは必要ありませんが、インストーラのシーケンス表への追加が必要です。　各Windows Installerパッケージにはどの手順をどの順番で実行するかを識別するシーケンス表があります。　マージ･モジュールのカスタム･アクションをシーケンス表に手動で追加してください。

マージ･モジュールをインストール･パッケージに追加すると、マージ･モジュールからのカスタム･アクションはアクション名とマージ･モジュールのGUID（Global Unique Identifier）で参照されます。　各マージ･モジュールにはそれぞれGUIDがあり、WindowsのExplorerでファイルを右クリックし [プロパティ] を選択して、ファイルの改訂番号を探してください。　RemoveOldDriverというアクションの名前の例は次のとおりです：

RemoveOldDriver.B391C189-6953-11D4-82CB-00D0B72E1DB9
サード･パーティのソフトウェア･パッケージのほとんどはこの名前をまとめ、マージ･モジュールからの全カスタム･アクションの一覧を表示します。

アクションはインストール･パッケージのシーケンス表に配置します。　シーケンス表の各アクションにはシーケンス番号が与えられ、小さい番号から大きい番号の順に実行されます。　サード･パーティのパッケージの多くはアクションを順番に列記し、自動的にシーケンス番号を割り当てて必要な位置にアクションを挿入します。　その機能がない場合は、どのアクションの後に自分のカスタム･アクションを実行したいかを調べ、そのシーケンス番号より1つ大きい番号をカスタム･アクションに割り当てます。　例えばRemoveOldDriverというカスタム･アクションをRemoveFoldersというアクションの後に置きたいとします。　RemoveFoldersのシーケンス番号が1800だとすると、RemoveOldDriverに1825というシーケンス番号を割り当てます（ほとんどのアクションは50で割れます）。　これでRemoveFoldersの終了後にこのアクションを実行することがインストーラに分かります。

シーケンス表に列記された各アクションには条件フィールドがあり、いつアクションを実行するかを定義できます。　必要ないカスタム･アクションがある場合があるため、このフィールドを正しく記入することが重要です。

アクションや条件、シーケンス表について、詳しくはマイクロソフトのMSDNのウェブ･サイトでWindows Installerの欄を参照してください。

必要なカスタム･アクション
次の表は、どのカスタム･アクションを開発者のインストール･パッケージのシーケンス表に加える必要があるかを説明したものです。　またシーケンス表のどこにアクションを挿入するかと、アクションの実行のために使用すべき推奨条件も記載しています。　条件はすべて大文字と小文字を区別します。

	カスタム･アクション名
	使用

	RemoveOldDriver
	次の標準アクションの前に挿入：

· CostInitialize

推奨条件：

· 必要なし

説明：

このカスタム･アクションはSentinel System Driver 5.39以前のバージョンの削除と、旧バージョンの存在の判断に使用します。　このアクションはプロパティを使って情報をやりとりし、インストーラがどのような動作をする必要があるのかを判断するのに使用できます。

このアクションは常に現在インストールされているドライバのバージョンをチェックし、どのように進行するかを判断します。　検知したバージョンによって、次のプロパティが設定されます：

· OLDDRIVERFOUND – 前バージョンがインストールされていれば、ドライバが見つかるかどうかに応じてこのプロパティが設定されます。　旧バージョンは本バージョンのインストール前に削除する必要があります。

· NEWDRIVERFOUND – 本バージョンより新しいドライバが認識されると、このプロパティが設定されます。　このプロパティがRemoveOldDriverの実行後に設定された場合、インストールを中止する必要があります。

旧バージョンがインストールされているかを判断した後、プロパティCONFIRMUPGRADEが設定されている場合のみアクションが旧バージョンを削除し、設定されていなければアクションは終了します。　このようにこのアクションを2回コールすれば、1回目で旧バージョンがインストールされているかを判断し、2回目に実際に旧バージョンのドライバを削除することでユーザは操作の進行を確認できます。

旧バージョンのドライバがアクションによって削除されると、プロパティOLDDRIVERREMOVEDが設定されます。　このプロパティは、リブートが必要かどうかを後で決めるために使用できます。　

たいていの場合、旧ドライバは問題なく削除されます。　ユーザがドライバ･ファイルの一部をロックしていると、システムのリブート時にそのファイルに削除を示すフラグが付けられます。　この場合、アクションがプロパティREMOVEOLDDRIVERREBOOTを設定します。　このアクション呼出しの地点に戻った後このプロパティが設定されたら、ただちにリブートし、それからインストールを続けてください。

ドライバがインストールされていなければ、このアクションは何も行わず、どのような状況でも安全に実行できます。



	RemoveOldDriverAgain
	次の標準アクションの前に挿入：

· CostInitialize

推奨条件：

· OLDDRIVERFOUND

説明：

カスタム･アクションは一度しかシーケンス表に挿入できませんが、RemoveOldDriver関数はカスタム･アクションのRemoveOldDriverとRemoveOldDriverAgainを使えば2度コールできます。　プロパティCONFIRMUPGRADEを設定せずにこのアクションをコールすると、プロパティOLDDRIVERFOUNDを通じ旧ドライバがインストールされたかどうかが表示されるだけです。　このカスタム･アクションはRemoveOldDriverカスタム･アクションと全く同じですが、開発者がこの関数を2度実行できるようにするために含まれています。

これらカスタム･アクションの使用の好例として、RemoveOldDriverをコールしてGUIを通じユーザがドライバをアップグレードするかを確認するやり方があります。　アップグレードをすることを確認したら、プロパティCONFIRMUPGRADEを設定してRemoveOldDriverAgainをコールし実際にアンインストールします。

最初に旧ドライバをきちんと削除せずに新ドライバをインストールしないでください！



	RemoveVDDRegEntry
	次の標準アクションの後に挿入：

· RemoveRegistryValues

推奨条件：

· VersionNTとREMOVE

説明：

このカスタム･アクションはNTのバーチャル･デバイス･ドライバ（VDD）のレジストリ･エントリを削除します。　このレジストリ･エントリには他の情報も含まれることがあるため、単純に削除することはできません。　

VDDがインストールされていない状態で、このアクションがコールされても何も影響はありません。

条件欄の記載どおり、このアクションはWindows NTか2000上だけで追加してください。

このアクションはインストール手順で他のレジストリ値がすべて削除されてから挿入してください、



	MakeVDDRegEntry
	次の標準アクションの後に挿入：

· WriteRegistryValues

推奨条件：

· NOVDDINSTALLとREMOVEは定義せず、VersionNT

説明：

このカスタム･アクションはNTのバーチャル･デバイス･ドライバ（VDD）のレジストリ･エントリを加えます。　このレジストリ･エントリには他の情報も含まれることがあるため、単純に削除したり上書きすることはできません。

プロパティNOVDDINSTALLがコマンドラインに含まれると、VDD要素はインストールされません。　そのためプロパティNOVDDINSTALLを設定したらこのアクションをコールしないでください。　このことは推奨条件に反映されています。　

このアクションはインストール手順で他のレジストリ値がすべて追加されてから挿入してください。



	InstallNTParService
	次の標準アクションの後に挿入：

· InstallServices

推奨条件：

· VersionNTと&[ParDriver]=3

説明：

このカスタム･アクションはNTのパラレル･ポート･ドライバ･サービスをサービス･コントロール･マネージャに追加します。　このサービスはカーネルであるため、必ずカスタム･アクションを使って追加する必要があります。

これはパラレル･ドライバがインストールされている場合にしか設定しないでください。　推奨条件の [ParDriver] は開発者が開発者のインストーラのパラレル･ドライバ機能に与える名前です。　このドライバを常にインストールする場合は、この項目を条件から外しても構いません。

条件欄の記載どおり、このアクションはWindows NTか2000以外で実行しないでください。

このアクションはインストール手順中、他のサービスをすべて追加してから実行してください。



	Start9xParallelDriver
	次の標準アクションの後に挿入：

· InstallFinalize

推奨条件：

· Version9x、OLDDRIVERREMOVEDは定義せず、&

[ParDriver]=3

説明：

このカスタム･アクションはWindows 9xのパラレル･ポート･ドライバを開始し、どんなアプリケーションでもこれを使用できるようにします。　これによってリブートせずにドライバを開始できます。

これはSentinel System Driverを実行していない場合のみ有効です。　ドライバを前バージョンからアップグレードした場合、新ドライバを開始するにはシステムをリブートする必要があります。　アップグレードしたシステム上でこのアクションを実行しても、アクションは何も行いません。

このアクションは、Windows 9xシステムで、かつ前バージョンのドライバからアップグレードしたのではない場合しか実行しないでください。　また、パラレル･ドライバ・コンポーネントがインストールされている場合のみコールしてください。

ファイルをすべてハード･ドライブにコピー済みであることを確実にするため、このアクションはインストールの最後にコールしてください。　ドライバ･ファイルをインストールする前にコールすると、失敗します。



	CopyUSBINF
	次の標準アクションの後に挿入：

· InstallFinalize

推奨条件：

· VersionNT>=500と&[USBDriver]=3

説明：

このカスタム･アクションはWindows 2000にどこでUSB SuperProの“INF”ファイルを見つけるかを知らせます。　実質上この手順によりドライバがプリインストールされ、ユーザがUSBキーを初めて接続するとプラグ･アンド･プレイによりユーザのレスポンスなしでインストールを終了できます。　USBドライバがインストールされている場合のみこのアクションをコールしてください。

推奨条件の [USBDriver] は開発者のインストーラのUSBドライバ機能に開発者が与える名前です。　このドライバを常にインストールする場合は、この項目を条件から外しても構いません。

デフォルトではUSBドライバ･ファイルはC:\Program Files\Rainbow Technologies\Sentinel System Driverにインストールされます。　別の場所にインストールする場合は、プロパティのSYSDRIVERDIRをファイルのパスに設定します。　このカスタム･アクションはプロパティのディレクトリを使ってファイルを探します。　

このカスタム･アクションを実行してファイルが見つからないと、「インストールに失敗しました」というメッセージが表示されます。　これはインストールがすべて失敗したのではなく、このカスタム･アクションだけが失敗したという意味です。　

条件欄の記載どおり、Windows 2000以外でこのアクションを実行しないでください（Windows NT 4.0はUSBに対応していません）。　

このアクションはInstallFinalizeアクションをすべて終了した後に実行してください（インストール･シーケンスの最後）。

このアクションを終了する前に、すべてのファイルをローカルのシステムにコピーする必要があります。　そのためこれは常にインストールの最後に実行します。




構成プログラムをインストーラにリンクする

Sentinel System DriverにはSetupSysDriver.exeと呼ばれる構成プログラムが含まれ、必要ならそれを使ってエンド･ユーザがドライバを構成できます。　また、ユーザがオリジナルのインストーラをコールしてインストールの変更、修正、削除をするためのボタンも含まれます。

デフォルトではSentinel System Driverインストーラのコールには、ドライバ内に含まれるインストーラの製品コードGUID（Global Unique Identifier）をプログラムが使用します。　マージ･モジュールを使用していれば、製品コードGUIDは違う値になります。　構成プログラムはインストーラをコールできません。

製品コードGUIDをファイルに配置すれば、構成プログラムを開発者のインストーラにリンクできます。　もしくは、この機能を使用不可にしてエンドユーザが開発者のソフトウェアを必ず経由するようにします。　これを実施するには、sysdriver.guidというファイルを作成し、SetupSysDriver.exeと同じディレクトリに格納します。　このファイルは必ず実行可能ファイルと同じディレクトリに配置します。　ファイルの第一行目に開発者のインストーラの製品コードGUIDを入れます。　ファイルの一行目だけが読み取られます。　一行目の項目は必ずこのGUIDのみとし、次の形式にします：

{xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-xxxxxxxxxxxx}
例えば、Sentinel System Driverバージョン5.39のGUIDは：

{791CAF6C-90A3-11D4-8306-00D0B72E1DB9}
与えられた値が有効なGUIDでない場合、拒否されて代わりにデフォルト値が使われます。　GUIDの代わりに”disable”という語を入れると、インストーラがこの機能を使用不可にし、ユーザは構成プログラムからインストーラをコールできません。

Windows 9xでのリブート

Windows 9xシステムでのドライバのインストールでは、バーチャル･デバイス･ドライバ（vxd）をシステムに追加します。　このドライバはシステムに古いドライバがインストールされていなかった場合のみリブートなしで開始できます。　本バージョンのドライバのインストール前に旧バージョンのドライバを削除する必要があった場合には、新バージョンを起動するためリブートが必要です。　これは、プロパティのOLDDRIVERREMOVEDを使うと判断できます。　それが設定されていなければ、Windows 9xドライバをカスタム･アクションのStart9xParallelDriverを使って開始するのが安全です。　USBドライバはプラグ･アンド･プレイ対応であるため、リブートは必要ありません。　USBドライバを単独でインストールする場合はリブートの必要はありません。
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